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５
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
仕
組
み
の
検
討

・
今

日
の
ニ
ー
ズ
の
変

化
に
対

応
し
、
利

用
者

の
多

様
な
選

択
を
可

能
と
す
る
た
め
、
良

好
な
子

ど
も
の
育

成
環

境
と
親

の
成

長
を
支

援
す
る

対
人

社
会

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
公

的
性

格
や
特

性
も
踏

ま
え
た
新

し
い
保

育
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
完

全
な
市

場
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
は
別

個
の
考

え
方

）
を

基
本

に
、
新

し
い
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
の
仕

組
み
を
検

討
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
。

・
｢保

育
に
欠

け
る
｣要

件
に
つ
い
て
は
、
よ
り
普

遍
的

な
両

立
支

援
、
ま
た
全

国
ど
こ
で
も
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
が
保

障
さ
れ
る
よ
う
、
客

観
的

に
サ
ー
ビ
ス
の
必

要
性

を
判

断
す
る
新

た
な
基

準
等

の
検

討
が
必

要
。

・
契

約
な
ど
利

用
方

式
の
在

り
方
に
つ
い
て
も
、
新

し
い
保

育
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
考

え
方

を
踏

ま
え
、
利

用
者

の
選

択
を
可

能
と
す
る
方

向
で
検

討
。

・
そ
の
際

、
必

要
度

の
高

い
子

ど
も
の
利

用
の
確

保
等

、
市

町
村

等
の
適

切
な
関

与
や
、
保

護
者

の
選

択
の
判

断
材

料
と
し
て
機

能
し
う
る

情
報

公
表

や
第

三
者

評
価

の
仕

組
み
等

の
検

討
が
併

せ
て
必

要
。
ま
た
、
地

方
公

共
団

体
が
、
地

域
の
保

育
機

能
の
維

持
向

上
や
質

の
向

上
に
適

切
に
権

限
を
発

揮
で
き
る
仕

組
み
が
必

要
。

・
新

し
い
仕

組
み
を
導

入
す
る
場

合
に
は
、
保

育
サ
ー
ビ
ス
を
選

択
で
き
る
だ
け
の
「
量

」
の
保

障
と
財

源
確

保
が
不

可
欠

。
・
幼

稚
園

と
保

育
園

に
つ
い
て
は
、
認

定
こ
ど
も
園

の
制

度
運

用
の
検

証
等

も
踏

ま
え
た
就

学
前

保
育

・
教

育
の
在

り
方

全
般

の
検

討
が
必

要
。

６
す
べ
て
の
子
育
て
家
庭
に
対
す
る
支
援
等

・
新

制
度

体
系

に
お
け
る
対

象
サ
ー
ビ
ス
を
考

え
る
に
際

し
て
は
、
仕

事
と
子

育
て
の
両

立
支

援
の
み
な
ら
ず
、
す
べ
て
の
子

育
て
家

庭
に

対
す
る
支

援
も
同

時
に
重

要
。
そ
の
量

的
拡

充
、
質

の
維

持
・
向

上
、
財

源
の
在

り
方

を
考
え
て
い
く
こ
と
が
必

要
。

７
多
様
な
主
体
の
参
画
・
協
働

・
保

護
者

、
祖

父
母

、
地

域
住

民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企

業
な
ど
、
多

様
な
主

体
の
参

画
・
協

働
に
よ
り
、
地

域
の
力

を
引

き
出

し
て
支

援
を
行

う
べ
き
。

・
親

を
一

方
的

な
サ
ー
ビ
ス
の
受

け
手

と
す
る
の
で
は
な
く
、
相

互
支

援
な
ど
積

極
的

な
親

の
参

画
を
得

る
方

策
を
探

る
べ
き
。

以
上

の
基

本
的

考
え
方

を
推

進
し
て
い
く
た
め
、
今

後
、
サ

ー
ビ
ス
の

利
用

者
（
将

来
の

利
用

者
含

む
）
、
提

供
者

、
地

方
公

共
団

体
、
事

業
主

等
、
多

く
の

関
係

者
の

意
見

を
聴

く
と
と
も
に
、
国

民
的

議
論

を
喚

起
し
、
次

世
代

育
成

支
援

に
対

す
る
社

会
的

資
源

の
投

入
に
つ
い
て
の

合
意

を
速

や
か

に
得

て
い
く
こ
と
が

必
要

で
あ
る
。

そ
の

上
で
、
投

入
さ
れ

る
財

源
の

規
模

に
応

じ
た
進

め
方

に
留

意
し
つ
つ
、
そ
の

具
体

的
制

度
設

計
に
つ
い
て
、
国

民
的

な
理

解
・
合

意
を
得

て
い
く
必

要
が

あ
る
。

８
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
や
家
庭
に
対
す
る
配
慮

・
新

制
度

体
系

の
設

計
に
当

た
っ
て
は
、
虐

待
を
受

け
た
子

ど
も
、
社

会
的

養
護

を
必

要
と
す
る
子

ど
も
、
障

害
児

な
ど
特

別
な
支

援
を
必

要

と
す
る
子

ど
も
や
家

庭
に
対

す
る
配

慮
を
包

含
す
る
こ
と
が
必

要
。

９
働

き
方
の
見
直
し
の
必
要
性
･･
･仕

事
と
生
活
の
調
和
の
実
現

・
少

子
化

の
流

れ
を
変
え
る
た
め
に
は
、
子

育
て
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
拡

充
と
同

時
に
、
父

親
も
母

親
も
、
と
も
に
子

育
て
の
役

割
を
果

た
し
う
る

よ
う
な
働

き
方

の
見

直
し
が
不

可
欠

。
仕

事
と
子

育
て
を
両

立
で
き
る
環

境
に
向

け
た
制

度
的

対
応

を
含

め
検

討
す
べ
き
。
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